
　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
、
ギ

ル
チ
ン

〔
上
〕　

青
　

　

人

ト

ー
マ
ス
、
ギ

ル
チ

ン
は
一

七

七

五
年

二
月

に
生
れ
た
。
普

通
タ
ー
ナ
ー

の
生

年
月

と
し

て
あ

る
月

よ
り

二
ヶ
月
程

以
前
で

あ

つ
た
。
天
才
畫

家

二

人

の
生
年
月

が
仝
期
で

あ
ッ
た

と
共

に
英
國

水
彩
畫

諸
派

の
開
租

と
し

て

美

術
史
上

の
關

係

に
於

て
も
離

る
べ
か
ら
ざ

る
も

の
で

あ

ツ

た
。

ギ
ル
チ

ン
と
タ
ー
ナ
ー

と
が
青

春
時

代

に
共

に
技
を
競

ふ
て
研

讃

せ
る
頃
、
主
導
者

は
タ
ー
ナ

ー
で
は
な

く
て

、
常

に
固
く
ギ

ル
チ

ン
の
手

に
あ

ッ
た
。

實

に

ギ
ル

チ

ン
は

二
十

七
年

の
短
生

涯

に
於

て
大
膽

に
自
重

あ
る
熱

心
な
勉

強
家
で

あ

ツ
た
。

若

し

夫
れ
タ

ー
ナ
ー
が
一

八

〇

二

年
十

一
月

に
ギ
ル
チ

ン
と
共

に

早
世
し

た
な

ら
ば
、
ギ
ル
チ

ン
の
名

は
タ
ー
ナ

ー
の
上
に
出

て

ゝ
高

か
ッ

た

に
相
違
な

い
。

タ
ー

ナ
ー
は
猶
餘

命

を
保
ツ

て
、
ギ

ル
チ

ン
の
逝

い
た

後
殆

ど
半
世

紀
を
創
作

に
勉

め
た

の
で

、
其

名
聲

を
保

ッ
て
居

る
。

し
か

し
こ
れ
は
ギ

ル
チ

ン
が
新
畫

風
開
拓
者

と
し

て
の
貴
重
な

る
指

導

の

お
蔭

を
蒙

ッ
て
居
る

こ
と
は

い
ふ
ま
で

も
な

い
事
で

あ

る
。

試

に

バ
ー
リ

ン
グ

ト

ン
・
ハ
ウ

ス
に
於
け

る
ヂ

ブ
ル

マ
・
ギ

ヤ

ラ
リ
ー

に
あ
る
タ

ー
ナ
ー

の
有

名
な
畫

の
ド
ー
ル
バ
デ
ル

ン
D
o
l
b
a
d
e
r
n

)
を
見
給

へ
。

一
見
し

て
ギ
ル

チ

ン
ら

し

い
處

が
見
え

る
。

圖
抦

の
華

美
な

る
處

筆

致
の
温

健

な
る
處

皆

ギ

ル
チ

ン
風
で

あ
る
。

ラ

ス
キ

ン
も
タ

ー
ナ
ー

が
青
春

時
代

に
於
て
は
己

が
天
オ

よ
り
は

ギ
ル
チ

ン
の
指
導

に
負

ふ
處

の
多

か
ッ
た

こ
と
は
疑

を
容

れ
な

い
。
猶
其

他

の
美

術

批

詐
家
も
仝

じ

事

を
認
め

て
居

る
。

タ
ー
ナ
ー

の

病

は
部

分
的

の

エ
フ

ェ
ク
ト

に
餘

り

巧

妙

に
過
ぎ

て
、

圖
柄

が

混

雑
す

る
傾
き

が

あ

る
。

こ

の
爲

に
タ
ー
ナ
ー

の
畫

の

偉
大
な

る
を
疑

ふ

も
の

は

な

い
が
、
餘

り

に

混
雜

し

て
散
漫
で
あ
る

爲

め
に

眼

が
迷

ふ
程
で

あ

る
。

想
像

的

の
組
立

に
於

て

は
驚

く

べ

き
豊

富

さ
が

諸
處

に
歴
然

と

し

て
見
え

る
が
、
屡
々

こ
が
統

一
を
缺

れ

い
て
居

る
。

タ

ー
ナ

ー
が

自
身

に
言

ふ
た
否
、
言
ふ
た

と
傳

へ
ら
れ
居

る
言

に
、
わ
が
繪

は

ギ
ル
チ

ン
に

及
ば

ざ
る

こ
と
遠
し
と
あ

る
。

こ
の
言

が
タ

ー
ナ

ー
自
身

の
言
で

あ
る
か
な

い
か
は
措

い
て
、
タ
ー
ナ

ー

の
水
彩

畫に
對

し
て
は
蓋

し
適
評
で

あ
る

の
で
あ

る
。

等 一 會 例 月 二 所 習 講畫 彩 水
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